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					このページは検証済みです
なり。余エルヰツツを識る。故に赴く。

十七日。夜彼得堡客舘 Hôtel Stadt Petersburg の舞踏會に赴く。ルウドルフ氏 Frl. Rudolf 余が卓隣 Tischnachbarin たり。

十八日。夜ワアルベルヒの演說を「カシノ」に聽く。

十九日。午後二時十五分汽車に上りて德停府を發す。伯林にて開ける普魯士軍醫會に赴くなり。同行者をロオト、ヰルケ及ワアルベルヒと爲す。五時半伯林に着し、莫愁客舘 Hôtel Sanssouci に投ず。ロオトの常に宿する處なり。軍醫雜誌の記者一等軍醫グルウベ Grube と語る。後普魯士の軍醫五六人 (一等軍醫ゾムメル Sommer 其中に在り) とバウエルの骨喜店 Café Bauer (Unter den Linden) に會し、相伴ひて戲園「ライヒスハルレ」Theater der Reichshalle (Leipzigerstrasse) に至る。名は戲園と稱すと雖、來責の水晶宮、德停の「ヰクトリヤ」堂 Victoriasalon の類に過ぎず。矮人を觀る。其最小なる者は高さ五十仙米。謂ふ英國に產すと。凡そ上等社會の人は此種の興行を樂み觀ること少し。所以者何と云ふに、醉人私窩兒と肩を交る虞あればなり。唯ゞ余等他方より來る者は、一たび此塲に入るも亦妨なし。若夫れ久く伯林に在る邦人にして、之に劇塲の事を問へば、答へて此地の劇塲は皆日本の輕業見せ物小屋の類なりと曰ふ者あり。陋なりと謂ふべし。夜十一時ロオト等とフウト食店 Hut'sche Restaurantion (Potsdamerstrasse) に會す。

二十日。公使舘に至る。小松原英太郞を訪ひて逢はす。ラアゲルストリヨオム夫人 Frau von Lagerstroem (Artilleriestrasse) の家に至る。永（(長)）井長義に逢ふ。河本も亦來り會す。是より水族館 Aquarium (Unter den Linden) に至る。集むる所の水族衆多なり。ロオトに從ひて陸軍省に至り、軍醫監コオレル Coler 及一等軍醫キヨルチング Koerting に面す。後者は舊相識なり。午後五時大集會に帝國客舘 Hôtel Imperial (Unter den Linden) に赴く。始て獨逸國軍醫總監兼侍醫ラウエル Lauer と相見る。白頭にして鬚髯なし。軀幹長大、面瘦せ顋出づ。其動作略ゞ緖方惟準氏に肖たり。來客中の大家にはバルデレエベン、コツホ Bardeleben, Koch 等あり。酒間演說あり。總監は多く希臘文を引く。是れ其長處なりと云ふ。ワアベルベルヒ及米醫某外國軍醫たるを以て演說す。
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